
防犯・防災分野で培った技術開発力を活かす
　1978年（昭和53年）、北綜警グループの技術開発を担う会社として設立
された当社は、防犯・防災に関する専門分野において、機械警備のための監
視・制御装置や大小規模のセキュリティシステム等を開発してきました。
　近年はこれまで培った技術を活かし、様々なＩＣＴソリューションの構築
を支える研究や装置開発に取り組むなど、事業領域を広げています。
　その一つが設立以来磨き上げてきたセンサ技術です。全国各地で建設ラッ
シュが続く中、建設業や土木業の現場で使用される重機や建機が関係した事
故は少なからず起きており、これまで以上に作業員の安全対策が必要となる
ことから、本事業において超音波を利用した接触防止装置の開発並びに試作
に取り組みました。
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■代表者名／織田武浩
■設 立 年／1978年
■資本金額／1,000万円
■従業員数／19名
■事業内容／情報通信機械器具製造業
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　ＩｏＴによってデジタル社会が進展し、ＡＩによって世界が大きく変わろうとしています。そう
した中でセンサ技術の発展も目覚ましく、外界の情報を捉える計測方法として様々なイノベー
ションが起こりつつあります。超音波を始め赤外線やマイクロ波など多様な検出手段があ

りますが、最近ではカメラで捉えた映像を画像処理する画像センサの進化が目覚
ましく、防犯・防災の分野にも活かされています。当社ならではのセンサ技術
を人々の安心・安全のために活かせれば本望です。

主任  根口　純一将 来 の 展 望 日本電子工学 株式会社

超音波センサの理想的な検知エリアを得るために
　重機や建機を用いた作業現場には様々
な資材や建物が点在しているため、検出
が不要なエリアでも物体を検出してしま
う可能性があります。安全で有効なセン
サシステムを構築するためには検出エリ
アを限定し、不要なエリアでの検出を省
く必要があります。
　また、検知する距離を延ばすことで必
要なエリアでより早く危険を検知するこ
とができ、オペレータに対する報知や近
くで作業している作業員、作業員以外の
歩行者などに報知することが可能になり
ます。
　以上のことを踏まえて、センサ部にホーンを追加して検知する距離を延ばすほか、低消費電力小
型信号処理モジュール、無線モジュール、充放電モジュール、二次電池を一体化した小型センサユ
ニットを試作し、安定的な超音波センサシステムの開発を目指しました。

試作を繰り返し、理想的なホーンを開発
　理想的な検知エリアが得られない点を解決する
ため、３Ｄプリンターを活用しホーンの試作に取
り組みました。
　金型を製作することなく何度も試作を重ね、ソ
フトウェアによるシミュレーションや実験を繰り
返した結果、理想に近い検知エリアを得ることが
できました。
　2014年（平成26年）に「パノラマＲ２」として
商品化し、日本全国でおよそ100台が稼働中で、
工事現場における安全確保に一役買っています。
現在、センサ検出エリアの幅と長さがユーザー側
で自由に設定できる後継機種を開発中です。

長年磨き上げてきた独自のセンサ技術で、

作業現場における車両事故を減らしたい

平成25年度補正
中小企業・小規模事業者ものづくり・

商業・サービス革新事業

対象類型
ものづくり技術［一般型］
試作開発＋設備投資
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